
補助資料 
 
■ 文字の内部表現 
 
コンピュータの記憶装置（メモリ）は値を1バ
イトずつ記録することしかできません。 
つまり文字にせよ数値にせよ、何らかのデータ
に変えて記憶します。（符合化と呼ばれるプロ
セスです。コンピュータ概論でやった内容です
が理解していますか？） 
 
□ 例えば文字「a」 
 
さて文字「a」は ASCII 文字コード表を見ると 
16 進表記では 61 つまり 10進での 97。つま
り「a」を表現するためのデータ（値）は 97
です。 
 

 
 
文字型変数 c に英字 ’a’ を格納するコードを考えて下さい。 
    char c; 
    c = ’a’; 
変数 c は char 型つまり長さ 1 バイトの領域を用意するものです。つまり変数 cの 1 バイトには 97 という値が
入っています。実際、以下のように %d （値を 10進表記で表示せよ）で出力すると、97と出ます。 
    printf(“%d\n”, c); 
 
□ 文字列「abc」は 
 
C 言語では文字列は連続するバイト列に一文字ずつ格納し、
最後に終端文字を入れておくことになっています。つま
り ”abc” という文字列を表現するバイト列は、こんな形で
す。 
文字 a の値は上に示したとおり 97。bは 98, c は 99 です。
そして終端文字の値は 0 （ゼロ）です。上のASCII コード
表では ’\0’ と表記しています。C言語では終端文字の値に
ゼロを使うのです。 
つまり具体的なデータ並びは右のようになっています。 
このように三文字を扱うための配列変数は、終端文字を含め
た4要素で用意する必要があります。 
    char s[4]; 
 
文字列格納用の配列変数は、処理に必要な最低量以上で宣言されれば良いだけで、例えば char s[100]; などと、
より多くの要素数で用意しても構いません。終端文字さえセットしてあれば、それ以降は文字列としては扱いませ
んから。 
 
□ 参考：一文字だけの文字列を扱うための配列変数 
 
課題 1のように、一文字だけの「文字列」を格納するために
は、終端文字を含めて2要素用意することになります。 
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表の見方

　ASCII文字は 1 バイトで表現され
ているが、その実体は数値である。
　つまり 'a' は番号 61 の文字。
　61 は 16 進法での表記なので、
10進法では 97 番文字となる。（つ
まりこの 1 バイトには値 97 が入
る）

・20番(16進)の sp は空白文字。
・\t はタブ。
・\n は改行文字。
・\0 はいわゆるNULL文字。
　　(文字列の終端記号)
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終端文字より後の領域  に何が入っていても、
ここから見たときの文字列は ”abc” 

”abc” を表現する文字列

.......97 98 99 0 ? ?

終端より後ろは何が
入っていても良い
（未知で構わない）
ので ? と表記

”abc” を表現する文字列

97 0

”a” を格納した状態

char ss[2] = 
char ss[2];
ss[0] = ’a’; 
ss[1] = ’\0’; 


